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　　　　　　本発表の流れ 
1. これまでの研究(2003～)： 
　カリキュラムISEC-SET 

2. 教育用プログラミング実行環境 
 　　「ますめ」(デモ) 
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ハッシュタグ 
#masume	




前勤務校での実践（2003～11）	


京都市立堀川高等学校（文科省指定SSH）	


1年後期から2年前期まで少人数ゼミを開講	
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学期 1年前期 1年後期 2年前期 

授業 
内容 

クラス単位で 
の情報の授業 

 
[教科情報] 

 
(週3H) 

少人数ゼミでの探究活動 
（物理ゼミ，生物学ゼミ，数学ゼミ，　 

 情報科学ゼミ，言語文学ゼミ等） 

[総合学習]　(週2H) 

（週1H） 
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Squeak 
Etoys 

Excel 
VBA 

言語の選択	


プログラミングの基礎の習得 
（コンピュータシミュレーション 
　を用いた問題解決の体験）	


Excel 
VBA 

Squeak 
Etoys Others 

生徒自らが課題 
（研究テーマ）を 
設定するPBL	


課題（研究テーマ） 
の設定	


レポート・ポスター	

の作成	


レポート提出と	

ポスター発表	


前期 

後期	


1. 情報科学ゼミのカリキュラム ISEC-SET 



ISEC-­‐SET	
  前期	


プログラミングの基礎の習得	


•  実習１： Squeak	
  	
  Etoys	

– プログラミングの基本概念を	
  

体験的に習得	


•  実習２： Excel	
  VBA	

– スプレッドシートを用いた	
  

確率シミュレーション	
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オリジナルテキストを開発	
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http://www.eonet.ne.jp/~tfujioka78/ 
からDLできます。 



カリキュラムISEC-SET（再掲） 
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Squeak 
Etoys 

Excel 
VBA 

言語の選択	


プログラミングの基礎の習得 
（コンピュータシミュレーション 
　を用いた問題解決の体験）	


Excel 
VBA 

Squeak 
Etoys Others 

生徒自らが課題 
(研究テーマ)を 
設定する PBL 

課題（研究テーマ） 
の設定	


レポート・ポスター	

の作成	


レポート提出と	

ポスター発表	


前期	


後期 



生徒自ら課題を設定するPBL	


• テーマ領域：モデル化とシミュレーション	


• 生徒個人による主体的な探究活動	

（教員はサポート）	


–  ゼミ会：進捗状況の報告とディスカッション	


–  レポートの作成とポスター発表	


ISEC-­‐SET	
  後期	
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生徒の設定した課題例	
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•  「体型変化シミュレーション」（2004）	
  
•  「京都の渋滞シミュレーション」（2005）	
  
•  「H高校における避難シミュレーション」	
  

（2006）	
  
•  「講堂舞台の照明シミュレータ」（2009）	
  
•  「棒引きの優れた戦略を探る」（2010）	




これまでの成果：「PBL作品集」	
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生徒の主体的なPBLをサポート�

ー収録内容ー	

	


①  過去の授業実践での生徒の成果物	


	
・  研究レポート	

・  発表会用のポスター	


②  研究の過程を記述したラーニング 
　　ポートフォリオ	


・  ワークシート	

・  中間報告会のレジュメ等	




2. プログラミング実行環境「ますめ」 
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荻野哲男助教 
（神戸大学） 
との共同研究 



「ますめ」の特徴 
•  初学者向けの教育用プログラミング実行環境 

– ビジュアルベース（Squeak eToys等）と 
テキストベース（Excel VBA等）両方の特長を持つ 

•  ブラウザ上で動作 
– HTML/CSS/JavaScript 

•  学習者の操作を高粒度に記録 
– “Store-Everything Select-Later”の原則 
– 再生等の多様な支援機能（タイムマシン機能）の開発 
– 学習プロセスを長期的・継続的に分析 
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「ますめ」の実行画面 
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キャンバス 
エリア 

シート 
エリア 

イ
ン
ス
ペ
ク
タ
エ
リ
ア 
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シミュレーション 
開始ボタン 

　  「ますめ」の実行画面 

ステップ実行 
ボタン 

リセット 
ボタン 

タイムマシン 
レバー 



3. デモ 



4. まとめ 
•  教育用プログラミング実行環境「ますめ」を開発 

–  ISEC-SET (2003～)の研究成果をふまえた 
デザインポリシー(ビジュアル/テキストベース) 

– PBLでの学習者ログを高粒度に記録・再利用 
• “Store-Everything Select-Later” 
• 有機的な再利用を目指す「タイムマシン機能」 

•  来年度より高校現場での授業実践を開始 
– 学習プロセスを長期的・継続的に分析 
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共同研究に一緒に取り組んでいただける先生方を募集しています 
西京高校 情報科 藤岡まで(t-fujioka@edu.city.kyoto.jp) 


